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第４３代北海道補給処長兼ねて
島松駐屯地司令　菊地将補着任

第１グループ（女性自衛官の部）

陸
曹
中
級
課
程
に
入
校
し
て

北
海
道
補
給
処
装
備
計
画
部
　
佐
藤
２
曹

「
気
概
」
再
確
認

　
　
　
　
北
海
道
補
給
処
整
備
部

　
第
24
期
陸
曹
中
級
課
程
の
入

校
を
終
え
、
各
課
目
を
通
じ
て
中

級
陸
曹
と
し
て
の
状
況
判
断
能

力
、
実
員
指
揮
能
力
等
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
内
か
ら
集
ま
っ
た
他

職
種
の
方
々
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
、
多
様
な
考
え
方
や
知
識
に

触
れ
る
こ
と
で
視
野
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
相
互
に
高
め
合
う
貴

重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
北
海

道
へ
異
動
し
て
２
年
で
道
内
に

知
り
合
い
も
少
な
い
私
に
と
っ

て
は
、
同
期
の
絆
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
非
常
に
良
い
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
教
育
で
修
得
し
た

知
識
を
業
務
に
お
い
て
発
揮
し
、

日
々
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
精
神
で
、
部
隊
の
精

強
化
と
任
務
遂
行
に
寄
与
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
補
給
処
整
備
部
（
部
長

奥
泉
２
佐
）
は
、
令
和
８
年
２
月

４
日
に
、
北
大
演
に
て
ス
キ
ー
訓

練
の
一
環
と
し
て
タ
イ
ム
レ
ー

ス
を
実
施
し
た
。
整
備
部
長
は
じ

め
、
北
大
演
を
初
め
て
走
る
隊
員

や
久
し
ぶ
り
す
ぎ
て
勝
負
勘
？

が
鈍
っ
て
い
る
隊
員
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
っ
た
が
雲
一
つ
な
い

冬
晴
れ
の
最
高
の
天
気
の
下
、
全

隊
員
、
最
後
ま
で
元
気
よ
く
走
り

終
え
た
。
短
い
練
成
期
間
で
あ
っ

た
が
「
団
結
の
強
化
」
に
競
技
会

は
欠
か
せ
な
い
と
思
え
る
大
事

な
一
日
で
あ
っ
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
「
指
導
官
の

部
1
位
　
武
器
課
　
柴
田
准
尉
」

「
男
子
の
部
1
位
　
衛
生
課
　
高

橋
曹
長
」
、「
女
性
の
部
1
位
　
武

器
課
　
岩
込
２
曹
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
力
を
出
し
切
り
満
足
し
て
い

た
。

Ｈ
９
　
第
11
後
方
支
援
連
隊

Ｈ
15
　
武
器
学
校
教
育
部

Ｈ
18
　
幹
部
学
校
付

　
　
　
（
第
52
期
指
揮
幕
僚
課
程
）

Ｈ
20
　
関
東
補
給
処
装
備
計
画
部

Ｈ
22
　
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
部

Ｈ
25
　
第
10
後
方
支
援
連
隊

　
　
　
　
　
　
　
第
２
整
備
大
隊
長

Ｈ
27
　
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
計
画
部

Ｈ
29
　
第
８
師
団
司
令
部
第
４
部
長

Ｒ
２
　
第
２
後
方
支
援
連
隊
長

Ｒ
４
　
西
部
方
面
総
監
部
装
備
部
長

Ｒ
７
　
補
給
統
制
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
装
備
計
画
部
長

Ｒ
８
　
現
　
職

自
　
衛
　
隊
　
歴

　
令
和
８
年
３
月
23
日
付
で
第
43
代
補
給
処
長
兼
ね
て
島
松
駐

屯
地
司
令
に
菊
地
康
治
陸
将
補
が
着
任
し
た
。

　
菊
地
将
補
は
、
本
部
庁
舎
前
に
お
い
て
北
海
道
補
給
処
総
務

部
警
備
課
井
上
１
尉
の
指
揮
す
る
儀
仗
隊
の
儀
仗
を
受
け
、
着

任
式
に
臨
ん
だ
。
駐
屯
地
体
育
館
で
行
わ
れ
た
着
任
式
に
は
、

多
数
の
隊
員
が
参
列
し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
新
処
長
の
着

任
が
披
露
さ
れ
た
。

　
式
に
お
い
て
菊
地
将
補
は
「
北
海
道
補
給
処
の
指
揮
を
執
る

に
あ
た
り
、
そ
の
職
責
の
重
大
性
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、

隊
員
と
一
体
と
な
り
任
務
に
邁
進
す
る
決
意
を
表
明
し
た
。
ま

た
、
厳
し
さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
の
下
、
装
備
品
等
の
安
定

的
か
つ
迅
速
な
供
給
を
担
う
補
給
機
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
言

及
し
た
。

　
さ
ら
に
、
補
給
本
部
の
新
編
に
伴
い
、
北
海
道
補
給
処
が
全
国
の
部
隊
運
用
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
統
率
方
針
と
し
て
「
任
務
の
完
遂
」
を
掲
げ
、
「
い
か
な
る
状
況
に
お

い
て
も
任
務
を
確
実
に
遂
行
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と
訓
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
全
隊
員
に
対
し
、
各
自

の
職
責
を
自
覚
し
、
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
職
務
に
精
励
す
る
よ
う
求
め
た
。

巡　閲

着任式

２４期のみんなと
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コンパスマンをする佐藤士長

　
第
３
０
４
高
射
中
隊
（
中
隊

長
　
多
久
３
佐
）
は
、
令
和
８

年
２
月
23
日
か
ら
３
月
18
日
ま

で
の
間
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入

校
予
定
者
２
名
に
対
し
、
第
１

高
射
特
科
群
履
修
前
教
育
を
担

任
・
実
施
し
た
。
　

　
教
育
の
終
始
を
通
じ
、
担
任

官
の
要
望
事
項
で
あ
る
「
殻
を

や
ぶ
れ
」
「
常
に
感
謝
を
」
を

体
し
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
ひ
た
む
き
に
教
育
に

臨
み
、
一
回
り
も
二
回
り
も
成

長
し
、
入
校
前
に
陸
曹
と
し
て

必
要
な
資
質
・
体
力
及
び
気
力

を
向
上
さ
せ
た
。

　
第
１
高
射
特
科
群
第
３
０
３
高
射
中
隊
　
小
田
２
曹

　
群
冬
季
戦
技
競
技
会
に
参
加
し
て

　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
隊

長
　
小
澤
１
佐
）
は
令
和
８
年

２
月
12
日
、
北
海
道
大
演
習
場

島
松
地
区
に
お
い
て
令
和
７
年

度
冬
季
戦
技
競
技
会
を
実
施
し

た
。

　
競
技
会
は
冬
季
戦
技
能
力
の

向
上
及
び
戦
闘
員
と
し
て
の
闘

争
心
・
不
撓
不
屈
の
精
神
を
涵

養
す
る
と
と
も
に
、
部
隊
の
団

結
の
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
、
後
方
支
援
隊
各
部
隊
の

選
手
た
ち
は
ア
キ
オ
曳
行
及
び

リ
レ
ー
走
に
分
か
れ
、
部
隊
の

名
誉
を
か
け
競
技
に
臨
ん
だ
。

　
競
技
開
始
に
先
立
ち
、
統
裁

官
で
あ
る
後
方
支
援
隊
長
は
「
部

隊
が
必
勝
の
信
念
を
も
っ
て
任

務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
至
上
最

高
の
責
務
で
あ
る
、
勝
利
に
こ

だ
わ
り
、
部
隊
の
総
力
を
結
集

せ
よ
」
と
訓
示
し
た
。

　
ア
キ
オ
曳
行
の
部
で
は
１
番

手
か
ら
４
番
手
が
息
を
合
わ
せ

て
約
80
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
荷
物
を

載
せ
た
ア
キ
オ
を
力
強
く
曳
行

し
、
リ
レ
ー
走
の
部
で
は
第
１

走
か
ら
第
４
走
が
そ
れ
ぞ
れ
コ

ー
ス
１
周
を
走
り
、
リ
レ
ー
合

計
タ
イ
ム
を
競
っ
た
。

　
熱
い
応
援
の
声
が
飛
ぶ
中
、

ゴ
ー
ル
後
倒
れ
こ
む
程
の
激
走

が
多
数
見
ら
れ
た
。

　
成
績
は
総
合
優
勝
が
第
１
０

１
施
設
直
接
支
援
大
隊
、
ア
キ

オ
曳
行
の
部
優
勝
が
北
部
方
面

輸
送
隊
、
リ
レ
ー
中
隊
対
抗
の

部
優
勝
が
第
１
０
１
施
設
直
接

支
援
大
隊
整
備
中
隊
、
個
人
の

部
優
勝
が
第
１
０
１
特
科
直
接

支
援
大
隊
の
横
田
曹
長
で
あ
っ
た
。

　
各
部
隊
が
一
丸
と
な
っ
て
総

力
を
結
集
し
て
取
り
組
み
、
本

競
技
会
の
目
的
を
達
成
し
て
終

了
し
た
。

　
第
１
高
射
特
科
群
は
、
令
和

８
年
２
月
16
日
に
北
海
道
大
演

習
場
東
千
歳
地
区
第
７
師
団
コ

ー
ス
に
お
い
て
７
年
ぶ
り
に
滑

走
の
群
冬
季
戦
技
競
技
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
本
競
技
で
は
、

士
気
の
高
揚
と
団
結
の
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中
隊

は
「
上
位
入
賞
」
を
目
標
に
挙

げ
参
加
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
「
４
位
」
と
惜
し
く

も
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
隊
検

閲
明
け
か
ら
の
短
い
練
成
期
間

で
そ
れ
ぞ
れ
目
標
タ
イ
ム
を
大

幅
に
更
新
出
来
た
こ
と
は
、
大

き
な
成
果
を
得
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
隊
員
に
お
い
て

は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、

積
雪
寒
冷
地
部
隊
の
隊
員
と
し

て
一
回
り
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

気合いの推進滑走

　
基
地
通
信
中
隊
派
遣
隊
（
隊

長
　
椙
山
２
尉
（
当
時
）
）
は
、

令
和
８
年
3
月
10
日
に
派
遣
隊

冬
季
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓

練
で
は
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け

る
部
隊
の
機
動
力
及
び
行
動
能

力
の
向
上
を
目
的
と
し
隊
員
は

ス
キ
ー
を
活
用
し
た
雪
上
機
動

の
基
礎
動
作
を
習
得
す
る
と
と

も
に
、
装
備
を
携
行
し
た
状
態

で
の
長
距
離
移
動
、
斜
面
の
登

降
、
隊
形
を
維
持
し
た
ま
ま
の

分
隊
行
動
を
反
復
演
練
し
た
。

厳
し
い
冬
季
環
境
下
に
お
け
る

体
力
・
精
神
力
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
隊
員
相
互
の
連
携

及
び
状
況
判
断
能
力
を
養
成
し
、

積
雪
地
域
に
お
い
て
も
迅
速
か

つ
的
確
に
任
務
を
遂
行
で
き
る

能
力
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
本
訓
練
で
は
積
雪
寒
冷
地
特

有
の
地
形
や
気
象
条
件
へ
の
対

処
能
力
を
養
い
、
安
全
管
理
を

徹
底
し
、
隊
員
相
互
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
訓
練
を
通
じ
て
、

段
階
的
に
練
度
を
高
め
た
。

　
今
後
も
国
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
日
々
練
度

向
上
し
て
い
く
。

　
第
３
１
３
基
地
通
信
中
隊
島
松
派
遣
隊

　
派
遣
隊
冬
季
訓
練

 

北
部
方
面
警
務
隊 

第
１
２
２
地
区
警
務
隊

　
実
況
見
分
の
実
戦
的
訓
練

スキー機動訓練

　
第
１
２
２
地
区
警
務
隊
（
連

絡
班
長
　
渡
邉
３
尉
）
は
、
令

和
８
年
３
月
12
日
、
第
１
２
２

地
区
警
務
隊
（
東
千
歳
）
に
お

い
て
、
実
況
見
分
の
実
戦
的
訓

練
を
実
施
し
た
。

　
実
況
見
分
と
は
、
被
害
現
場

の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
指
紋
・

足
跡
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
採
取
と
い
っ

た
鑑
識
活
動
を
通
じ
て
、
被
疑

者
を
特
定
す
る
た
め
の
重
要
証

拠
を
収
集
す
る
必
要
不
可
欠
な

捜
査
で
あ
る
。

　
本
訓
練
で
は
、
当
連
絡
班
の

隊
員
が
実
況
見
分
主
任
と
し
て

各
捜
査
員
を
的
確
に
指
揮
し
、

迅
速
か
つ
適
正
な
実
況
見
分
要

領
を
演
練
し
、
捜
査
能
力
の
向

上
を
図
っ
た
。

　
当
連
絡
班
は
、
各
種
防
犯
活

動
や
、
事
案
対
処
能
力
向
上
の

練
成
に
励
み
、
駐
屯
地
の
安
全

と
規
律
を
維
持
す
べ
く
任
務
に

ま
い
進
し
て
い
く
。

鑑識活動の状況

　
冬
季
戦
技
競
技
会

　
　
　
　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊

リレーアンカーの大隊長 ４人の息を合わせゴール

先頭争いをするリレー選手

　
　
　
　
　
　
第
１
高
射
特
科
群
第
３
０
４
高
射
中
隊

　
第
１
４
９
期
陸
曹
候
補
生
履
修
前
教
育

斥候結果を報告する藤田士長



第１４０号（３） し　ま　ま　つ 　令和８年春号
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定休日 カフェ・ IT：月曜 日、お弁当のみかん：土日 祝祭日、年 末年始など

•••みかん
フィエスタＣａｆｅ

ＩＴ 
フィエスタ

Ｃａｆｅ＆ＩＴ

（子供の 未来はここにあり！）
（ マイクラ・ス クラッチなど）

こどもプログラミング教室
ヒューマンアカデミー
恵庭漁町教室

フィエスタ

•••代表はOBの伊藤です。••••••
•••頑張ってます。••••

•••
•••
•••

えにわライフステーション

•••••
••••

瓦そばと恵庭のお菓子

シュネーバレンむぎゅー

HP

無料体
験会随
時受付

お弁当の

事業所向け
宅配弁当

　
北
部
方
面
輸
送
隊
第
３
０
４

輸
送
中
隊
（
中
隊
長 

北
田
１

尉
（
当
時
）
）
は
令
和
８
年
２

月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、

中
隊
冬
季
練
成
訓
練
を
実
施
し

た
。

　
本
訓
練
は
、
今
年
度
道
外
か

ら
異
動
し
て
き
た
隊
員
と
10
月

に
配
属
さ
れ
た
新
隊
員
を
中
心

に
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
基
本

的
事
項
を
主
要
演
練
項
目
と
し

て
実
施
し
た
。

　
初
日
は
座
学
で
の
冬
季
と
夏

季
と
の
特
性
の
違
い
及
び
注
意

点
（
装
備
、
凍
傷
、
陣
地
構
築

な
ど
）
の
教
育
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
後
、
北
大
演
に
お
い
て

移
動
、
宿
営
地
の
設
営
を
実
施

し
た
。
こ
の
際
、
ス
ノ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
を
利
用
し
た
歩
哨
掩
体
を

構
築
し
、
歩
哨
掩
体
か
ら
の
見

え
方
や
敵
方
か
ら
の
見
え
方
を

訓
練
し
た
。
ま
た
、
ス
ノ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
で
構
築
し
た
掩
体
が
１

夜
の
冷
え
込
み
で
ど
れ
く
ら
い

の
強
度
に
な
る
の
か
に
つ
い
て

も
確
認
を
実
施
し
た
。

　
訓
練
の
最
終
日
に
は
、
約
５

ｋ
ｍ
の
経
路
を
宿
営
用
天
幕
を

積
載
し
た
ア
キ
オ
を
曳
行
し
、

ス
キ
ー
行
進
能
力
の
向
上
を
図

っ
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
来
年
度
に
計

画
さ
れ
て
い
る
輸
送
隊
検
閲
、

夏
季
中
隊
検
閲
及
び
冬
季
中
隊

検
閲
を
見
据
え
た
訓
練
で
あ
り
、

３
月
か
ら
は
川
井
中
隊
長
の
指
揮
・

統
率
の
も
と
引
き
続
き
練
度
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
中
隊
冬
季
練
成
訓
練

　
　
　
　
第
３
０
４
輸
送
中
隊

早坂２尉による教育

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
屯
地
援
護

　
定
年
６
ヶ
月
前
職
業
相
談

　

　
Ｏ
Ｂ
連
合
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　
札
幌
地
方
協
力
本
部
島
松
駐

屯
地
援
護
セ
ン
タ
ー
（
常
駐
組

長
　
早
坂
２
尉
）
は
、
令
和
８

年
３
月
４
日
、
島
松
駐
屯
地
に

お
い
て
令
和
８
年
度
に
定
年
退

職
を
予
定
し
て
い
る
隊
員
３
名

に
対
し
、
令
和
８
年
度
第
16
回

定
年
6
ヶ
月
前
職
業
相
談
を
行

っ
た
。
本
相
談
は
、
定
年
6
ヶ

月
前
の
若
年
定
年
退
職
予
定
隊

員
に
対
し
、
希
望
職
種
等
を
把

握
す
る
と
と
も
に
健
康
管
理
の

重
要
性
を
理
解
さ
せ
て
、
再
就

職
の
方
向
性
の
概
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
は
じ
め
に
、
早
坂
常
駐
組
長

に
よ
る
業
務
管
理
教
育
で
検
討

し
た
事
項
の
進
捗
状
況
、
健
康

管
理
の
重
要
性
、
定
年
退
職
に

向
け
た
不
安
事
項
に
対
す
る
解

消
要
領
、
続
い
て
援
護
担
当
官

に
よ
る
保
有
資
格
・
免
許
、
希

望
す
る
職
種
・
勤
務
地
及
び
収

入
等
の
確
認
が
行
わ
れ
た
。

　
札
幌
地
本
は
、
隊
員
が
再
就

職
準
備
を
不
安
な
く
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
部
隊
と
連
携

を
図
り
つ
つ
親
身
な
就
職
の
援

助
を
行
っ
て
い
く
。

スキー行進

Ｏ
Ｂ
連
合
会
事
務
局
長
　
白
田
　
光
弘

強度の確認

歩哨掩体の構築

　
島
松
駐
屯
地
Ｏ
Ｂ
連
合
会
（
会

長
　
石
原
康
弘
（
当
時
）
）
は
、

令
和
８
年
３
月
28
日
に
島
松
幸

寿
司
で
、
令
和
７
年
度
の
総
会

及
び
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、
会
員
20
名
の
参

加
を
得
て
７
年
度
の
事
業
及
び

決
算
報
告
、
８
年
度
の
事
業
、

予
算
計
画
を
審
議
し
て
整
斉
と

終
了
致
し
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
は
、
駐
屯
地
司
令
、
北
後
支

隊
長
、
北
後
支
副
隊
長
は
じ
め

北
処
各
部
長
、
最
先
任
に
も
御

参
加
頂
き
懇
親
会
を
実
施
致
し

ま
し
た
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
数
十
年
前
の
話
が
飛

び
出
し
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
連
合
会
長
、

会
計
幹
事
、
会
計
副
幹
事
が
交

代
し
ま
し
た
。
新
体
制
を
も
っ

て
Ｏ
Ｂ
連
合
会
業
務
を
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
・
ご
支

援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

石原会長（当時）の挨拶
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第
42
代
北
海
道
補
給
処
長
兼

ね
て
島
松
駐
屯
地
司
令
　
藤
丸

幸
二
　
陸
将
補
は
、
令
和
８
年

３
月
23
日
付
で
北
海
道
補
給
処

の
指
揮
を
解
き
、
次
な
る
地
、

関
東
補
給
処
へ
旅
立
っ
た
。

　
藤
丸
陸
将
補
は
、
令
和
６
年

３
月
着
任
以
来
、
「
部
隊
運
用

の
可
能
性
拡
大
」
と
「
楽
し
く
」

を
要
望
事
項
に
掲
げ
、
皆
が
頑

張
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
一
番

楽
し
ん
だ
の
は
私
だ
と
、
最
後

ま
で
藤
丸
節
を
炸
裂
さ
せ
な
が

ら
、
各
種
行
事
を
通
じ
て
駐
屯

地
と
地
域
の
連
携
強
化
に
多
く

の
実
績
を
残
さ
れ
た
。

　
見
送
り
で
は
、
別
れ
を
惜
し

む
た
く
さ
ん
の
隊
員
に
見
送
ら
れ
、

駐
屯
地
を
後
に
し
た
。

藤
丸
　
幸
二
　
陸
将
補
ご
栄
転

　
第
１
０
１
全
般
支
援
大
隊
（
大

隊
長
　
鷹
野
２
佐
）
は
、
令
和

８
年
２
月
19
日
か
ら
２
月
26
日

ま
で
の
間
、
島
松
駐
屯
地
及
び

北
海
道
大
演
習
場
島
松
地
区
に

お
い
て
、
令
和
７
年
度
大
隊
冬

季
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
積
雪
寒
冷
地
に

お
け
る
各
種
行
動
能
力
の
向
上

を
焦
点
に
中
隊
計
画
及
び
大
隊

計
画
訓
練
の
２
コ
区
分
で
実
施

し
た
。

　
前
段
は
、
ス
キ
ー
を
使
用
し

た
隊
員
の
基
礎
動
作
、
冬
季
の

部
隊
行
動
に
つ
い
て
練
成
し
、

後
段
は
、
冬
季
の
部
隊
行
動
能

力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
築

城
を
含
む
指
揮
幕
僚
活
動
、
警

戒
自
衛
戦
闘
及
び
兵
站
支
援
活

動
に
つ
い
て
演
練
し
た
。

　
特
に
、
警
戒
自
衛
戦
闘
に
お

い
て
は
、
敵
の
脅
威
に
応
じ
た

速
や
か
な
配
置
等
、
実
戦
行
動

に
係
る
部
隊
行
動
に
つ
い
て
演

練
し
、
冬
季
に
お
け
る
大
隊
の

野
外
行
動
能
力
の
練
度
向
上
を

図
っ
た
。

　
大
隊
冬
季
訓
練

　
　
　
　
第
１
０
１
全
般
支
援
大
隊

車両回収訓練

雪上車による曳行スキー

状況下における歩哨勤務

最後に振り返る藤丸将補

　
令
和
７
年
度
陸
自
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
（
フ
ォ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
）
に
お
い
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
部
門
で
陸
上
幕
僚
長
賞

に
選
出
さ
れ
、
市
ヶ
谷
駐
屯
地

で
実
施
さ
れ
た
表
彰
式
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　
受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時

は
、
ま
さ
か
何
か
の
間
違
い
で

は
？
と
疑
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
で
ハ
ー
ド
ル
を

上
げ
る
よ
う
で
す
が
、
令
和
７

年
度
方
面
隊
写
真
等
コ
ン
テ
ス

ト
に
も
応
募
し
方
面
総
監
賞
に

選
出
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
で
も
奇

跡
的
だ
っ
た
の
で
、
も
う
言
葉

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
結
果
は
全
て
、
カ
メ
ラ

を
向
け
て
も
嫌
な
顔
を
せ
ず
、

自
由
に
撮
影
さ
せ
て
く
れ
る
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の
事
で
す
。

　
今
後
も
各
種
行
事
や
訓
練
等

の
撮
影
の
時
に
は
「
記
録
」
と
「
映

え
」
を
狙
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

北
海
道
補
給
処
総
務
部
　
氣
田
２
曹

　
陸
自
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

陸上幕僚長賞・優秀賞（ＳＮＳ）・優秀賞(審査員）受賞者　※受賞者右端

陸上幕僚長賞作品「沈黙の番人」


